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市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

12
月
会
議
は
18
名
の
議
員
が
質
問

問　

県
道
８
号
線
の
直
進
通
行
が

遮
断
さ
れ
た
場
合
、
船
橋
我
孫
子

バ
イ
パ
ス
線
の
交
通
量
は
著
し
く

増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

バ
イ
パ
ス
線
は
、
市
の
道
路

交
通
網
に
お
い
て
市
内
中
心
部
や

県
道
８
号
線
の
通
過
交
通
を
排
除

す
る
目
的
の
計
画
道
路
で
す
。
現

在
の
県
道
８
号
線
と
比
較
し
て
幅

員
が
広
く
、
歩
道
も
整
備
さ
れ
て

お
り
、
一
定
の
歩
行
者
の
安
全
確

問　

国
の
令
和
３
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
は
、
補
助
限
度
額
の
柔

軟
化
や
公
募
要
件
の
適
用
除
外
、

対
象
世
帯
の
拡
充
な
ど
、
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
充
実
や

生
活
困
窮
者
等
へ
の
住
ま
い
確

保
・
定
着
支
援
等
で
は
、
い
わ
ゆ

る
断
ら
な
い
相
談
支
援
を
具
体
化

問　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の

充
実
、
ま
た
災
害
時
に
お
い
て
避

難
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
小

中
学
校
体
育
館
及
び
市
民
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
市
の
認
識
を
伺
い
ま

す
。

問　

外
国
人
住
民
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま

す
か
。

答　

行
政
手
続
に
必
要
な
申
請
書

等
が
日
本
語
表
記
で
分
か
り
に
く

い
、
市
や
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

等
の
漢
字
に
ル
ビ
を
付
け
て
ほ
し

問　

本
市
の
中
核
的
な
療
育
支
援

施
設
で
あ
る
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

親
子
教
室
な
ど
の
療
育
支
援

事
業
の
ほ
か
、
保
護
者
や
職
員
に

児
童
の
状
況
に
沿
っ
た
助
言
や
支

援
を
行
う
保
育
所
等
訪
問
支
援
、

心
身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
乳
幼

児
を
対
象
に
、
基
本
的
動
作
の
個

別
指
導
等
を
行
う
通
所
支
援
、
さ

ら
に
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
所

問　

鎌
ケ
谷
市
が
自
然
災
害
に
強

い
街
と
し
て
大
手
情
報
紙
で
首
都

圏
184
市
区
中
４
位
、
千
葉
県
１
位

と
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
地
盤
が
強

固
な
こ
と
を
受
け
て
作
成
し
た

「
ゆ
れ
に
く
い
街
鎌
ケ
谷
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
さ
ら
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
は
が
い
か
が
で
す

か
。

答　

掲
載
に
よ
り
本
市
の
魅
力
向

上
に
大
き
く
貢
献
が
あ
っ
た
と
考

え
ま
す
。
引
き
続
き
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
活
用
し
た
取
組
に
つ
い
て
検
討

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
流
行
に
よ
り
、
国

内
外
が
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
中
で
の
予
算
編
成
と
な
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
予
算
を
つ

く
り
上
げ
る
決
意
か
伺
い
ま
す
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
市
税
等
の
収
入

の
減
少
や
公
債
費
の
償
還
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
こ
と
に
伴
い
、
今
後

数
年
間
は
経
常
的
な
事
業
に
必
要

と
な
る
財
源
の
確
保
が
難
し
い
状

況
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
次

期
総
合
基
本
計
画
の
初
年
度
と
な

る
令
和
３
年
度
は
、
財
政
的
に
は

非
常
に
厳
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
現
在
と
将
来
に
向
け
た
事
業
を

両
立
し
て
い
く
に
は
、
い
ま
一
度

原
点
に
立
ち
、
最
少
の
経
費
で
最

問　

市
で
は
現
在
、
押
印
の
廃
止

に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

本
年
10
月
に
各
所
属
で
押
印

を
求
め
て
い
る
申
請
書
等
が
ど
の

程
度
あ
る
の
か
、
ま
た
押
印
を
不

要
と
す
る
こ
と
の
可
否
な
ど
に
つ

い
て
照
会
し
、
現
在
回
答
の
取
り

ま
と
め
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
含
め
て
行
政
手
続
き
全
般
に
わ

問　

犯
罪
被
害
者
支
援
に
お
け
る

本
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

警
察
庁
や
千
葉
県
警
察
等
が

作
成
し
た
相
談
窓
口
案
内
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
千

葉
県
が
実
施
す
る
研
修
会
へ
職
員

の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る

条
例
や
計
画
の
必
要
性
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
千
葉
道

路
と
バ
イ
パ
ス
線
が
計
画
ど
お
り

に
供
用
さ
れ
た
場
合
、
今
ま
で
県

道
８
号
線
を
通
っ
て
い
た
多
く
の

通
過
交
通
が
、
バ
イ
パ
ス
線
を
通

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
時
点
で
の
新
鎌
ケ
谷
西
側
地
区

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業
や
千
葉

県
で
改
良
が
検
討
さ
れ
て
い
る
初

富
交
差
点
な
ど
周
辺
の
道
路
状
況

を
踏
ま
え
、
交
通
状
況
や
沿
道
利

用
状
況
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て

す
る
た
め
の
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
の
実
施
及
び
事
業
実
施
の

準
備
支
援
な
ど
の
予
算
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
を
活
用
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
住
ま
い

の
確
保
が
困
難
な
方
や
低
所
得
者

等
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
、
災
害

答　

近
年
猛
暑
が
長
期
に
及
ぶ
こ

と
や
、
小
中
学
校
体
育
館
及
び
市

民
体
育
館
が
指
定
避
難
所
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
調
設
備
は

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
多
額
の
経
費
が
か
か
る
た
め

現
時
点
で
計
画
に
位
置
づ
け
る
こ

い
、
外
国
人
向
け
の
職
業
の
紹
介
、

日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
環
境
の
充
実
、
外
国

人
と
日
本
人
と
の
交
流
事
業
の
実

施
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
多
文
化
共
生
に
関
す

る
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

と
し
て
、
家
庭
へ
の
訪
問
等
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
障
害
児
通

所
支
援
に
必
要
な
「
障
害
児
支
援

利
用
計
画
書
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

問　

通
所
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
児
童
が
対
象
に
な
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答　

未
就
学
の
障
が
い
児
及
び
心

身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
未
就
学

児
を
対
象
と
し
、利
用
の
際
は「
障

ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
千
葉
県
２
位

と
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
魅
力
と
考

え
ま
す
。
評
価
項
目
の
う
ち
自
治

体
の
女
性
管
理
職
の
比
率
で
は
、

自
治
体
自
ら
が
女
性
の
活
躍
を
推

進
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
女
性
管
理
職
の

比
率
に
お
い
て
県
内
の
順
位
を
伺

い
ま
す
。

答　

内
閣
府
が
公
表
し
て
い
る
女

性
管
理
職
の
比
率
で
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
４
年

連
続
で
県
内
37
市
中
１
位
で
す
。

大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
予
算
に

す
る
た
め
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て

全
力
で
こ
の
困
難
を
乗
り
切
り
、

令
和
３
年
度
当
初
予
算
を
つ
く
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

た
っ
て
市
は
最
終
的
に
何
を
目
指

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

国
に
お
い
て
は
、
押
印
の
見

直
し
だ
け
で
な
く
、
書
面
や
対
面

規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、

押
印
の
廃
止
だ
け
で
な
く
、
書
類

の
書
面
提
出
や
、
窓
口
業
務
等
を

検
証
し
、
最
終
的
に
は
で
き
る
限

り
来
庁
し
な
く
て
も
行
政
手
続
き

が
完
了
で
き
る
事
務
を
増
や
し
、

答　

県
内
で
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
は
、

現
在
、
多
古
町
、
神
崎
町
、
成
田

市
、
印
西
市
の
４
団
体
で
す
が
、

過
去
10
年
間
で
制
定
し
た
の
は
印

西
市
の
１
市
と
な
り
ま
す
。
国
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
支
援

制
度
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市

警
察
、
地
域
住
民
な
ど
の
意
見
を

伺
い
、
対
策
を
講
じ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

時
の
被
災
者
へ
の
対
応
な
ど
の
観

点
か
ら
、
居
住
支
援
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
で
は
、
国
が
概
算
要
求
に

盛
り
込
ん
だ
内
容
や
制
度
改
正
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
福
祉
部
局

と
住
宅
部
局
の
さ
ら
な
る
連
携
強

化
を
図
り
、
制
度
の
活
用
や
支
援

体
制
の
構
築
に
向
け
て
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

と
は
難
し
い
状
況
で
す
。

問　

近
隣
市
の
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　

本
市
を
除
く
東
葛
５
市
に
浦

安
市
、
船
橋
市
、
市
川
市
を
加
え

た
近
隣
８
市
に
お
け
る
小
中
学
校

体
育
館
の
設
置
状
況
は
、
浦
安
市

が
全
校
に
設
置
を
完
了
し
、
令
和

２
年
度
に
市
川
市
が
一
部
の
小
学

校
に
設
置
、
２
市
が
設
置
を
検
討

中
で
す
。
ま
た
、
市
民
体
育
館
で

は
８
市
中
６
市
が
設
置
済
み
で
す
。

答　

日
本
語
の
指
導
補
助
や
外
国

語
講
座
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
公
的
医
療
保
険

や
福
祉
、
救
急
等
の
窓
口
、
子
ど

も
の
教
育
等
の
場
面
で
円
滑
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
行
政
文
書
の
多

言
語
化
や
翻
訳
機
器
の
整
備
等
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

意
見
や
要
望
等
を
把
握
す
る
た
め
、

定
期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
い
児
通
所
受
給
者
証
」
の
取
得

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
保
護

者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
12
月
16

日
よ
り
保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
い

な
が
ら
週
１
回
の
療
育
を
受
け
ら

れ
る
新
ク
ラ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
生
活
様
式

が
多
様
化
す
る
中
で
も
対
応
出
来

る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
し
て
は
、
各
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

県
道
８
号
船
橋
我
孫
子
線
の
南
北
分
断

が
市
内
交
通
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る
居

住
支
援
の
強
化
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

小
中
学
校
の
体
育
館
及
び
市
民
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

鎌
ケ
谷
市
在
住
の
外
国
人
に
つ
い
て

発
達
に
不
安
や
心
配
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

支
援
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
ケ
谷
市
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

行
政
手
続
き
で
の
押
印
の
廃
止
に
つ
い
て

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

佐
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員

矢
　
崎
　
　
　
悟
　
議
員

針
　
貝
　
和
　
幸
　
議
員

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

芝
　
田
　
裕
　
美
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

宗
　
川
　
洋
　
一
　
議
員

松
　
澤
　
武
　
人
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

市役所前の県道８号線

「ゆれにくい街鎌ケ谷」
ロゴマーク　　　　　

相談窓口案内リーフレット

し
、
Ｐ
Ｒ
を

図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

問　

平
成
30

年
発
行
の
女

性
誌
掲
載
の

出
産
・
子
育

て
に
向
く
街

こども発達センター


